
伊豆市
平成30年10月

認知症初期集中支援事業
について
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伊豆市プロフィール
・人口 ３１，０８９人（平成３０年４月１日現在）
・世帯数 １３，３５１世帯（平成３０年４月１日現在）
・面積 ３６３．９７ｋ㎡(県内で５番目に広い)

・高齢化率 ３８．８３％（平成３０年４月１日現在）
・介護保険認定率 １３．７％（平成３０年３月末現在）



＜経過＞

平成28年10月認知症初期集中支援チーム設置（市）

市＋包括職員＋サポート医で構成された１チームのみ

平成29年4月～市内各包括支援センター（4か所）に認
知症初期集中支援チーム設置場所を変更 4チームに

＜実施方法＞

毎月1回程度チーム員会議実施。

実施場所は市役所。

各包括は事前に会議日程の予約をする。
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対象者
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40歳以上で、在宅で生活しており、かつ認知症
が疑われる人又は認知症の人で、以下のア、イ
のいずれかの基準に該当する者とする。

ア 医療サービス、介護サービスを受けていない者

または中断している者で以下のいずれかに該当

する者

・認知症疾患の臨床診断を受けていない者

・継続的な医療サービスを受けていない者

・ 適切な介護保険サービスに結び付いてい

ない者

・ 診断されたが介護サービスが中断してい

る者

イ 医療サービス、介護サービスを受けているが

認知症の行動・心理症状が顕著なため、対応

に苦慮している。

※上記は国の示したものだが、伊豆市ではアを優
先とし、イについては今後必要があれば対象とす
る。

アに該当する方を見つけるのは困難。

ただ待っているだけでは難しい。

平成28年度に実施した認知機能チェック
シートを実施。その中から対象と思われ
る方に対し、各チームで訪問を実施。
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認知機能チェックシートについて

平成23年度から介
護ロボットプロ
ジェクト協力中の
国立障害者リハビ
リテーションセン
ターとともに、平
成28年度に右記の
チェックシートを
実施した。
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認知機能チェックシートの実施方法
等について
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・対象者：要支援１～要介護５の認定や事業対象者で
はない、６５歳以上の高齢者全員

・実施時期:平成２９年９月１日～３０日
・実施方法：郵送にて実施。専用電話を設置し、問

い合わせに対応。
・回収率：５１．８％（５１０７人／９８５０人）
・結果の返信：記名式で実施し、希望された方へ結果の

送付。また、地域包括支援センターへ
の情報提供に了承された方に対し訪問
実施。了承を得られなかった方へ対し
ては結果返しではなくさりげない形で
の訪問の実施。



認知機能チェックシート結果
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対象者9,868名にアンケートを送付し、5,107名から
返送がありました。（回収率51.8％）

回答者の性別は男性４４．６％、女性５５．２％、
未回答０．２％



平成２９年度の初期集中支援事業の
とりくみについて
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①認知機能チェックシートの結果から必要な人（軽度認知症疑い、ＭＣＩ）

のうち、同意のとれた方に訪問実施

②家族・近所から相談のあったケースに訪問実施

圧倒的に①のケースが多かった。

※定期的に訪問日を決めて、初期集中支援事業を実施しているチームもあっ
た。

６５歳以上人口（H29.4.1） 訪問実人員 訪問延人員 チーム員会議（実人員）

修善寺 5171 75 100 5

土肥 1813 17 17

天城 2358 21 23

中伊豆 2646 19 34 1

合計 11988 132 174 6



課題
相談を待っているだけではなかなか対象者となる人はいな
い。（対象者の選定が難しい）

認知機能チェックシートの結果、対象者だと思って訪問し
ても、チーム員会議につなげるよりただちに医療につなぐ
必要のあるケースも多い。

アンケートの返信のなかった約5割の人の方が心配だとい
う意見もあった。

⇒返信のなかった方へのアプローチ方法検討する必

要あり。

チーム員会議にかけたいと思っても、対象者や家族から同
意が取れず、なかなかチーム員会議につながらない。
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各地域包括支援センターにチームを置くメリットや所
感について

各地域包括支援センターでチームを持つことで、タイムリーな関
わりが持てる。（対象者かどうかの判断も各地域包括支援セン
ターででき、積極的に関われる。）
地域包括支援センターが高齢者に関する相談場所として定着して
きているので、対象者にとって相談しやすい。
初期集中支援事業の対象とならなかった場合も、継続して関わっ
ていくことができる。
チーム員会議につながらなくても、初期の段階で積極的に関われ
るきっかけになっている感じている。（チーム員会議にかけるこ
とよりも関わるきっかけになるということが大切だと感じてい
る）
認知症初期集中支援事業のＰＲを住民にしていくことが大切だと
感じている。
⇒その後認知症地域支援推進員連絡会でチラシを作成し、老人ク

ラブやサロンで配布している
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ご清聴ありがとうございました おわり

認知症初期集中支援チームについての啓発チラシ


